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 全国の社会福祉施設においては、コロナ禍の影響や諸物価高騰に 

よる負担増が続く中、当法人においても稼働率低迷や物価高の影響 

を受け、厳しい施設運営となった。そのような状況の中、令和 7年 

度は以下の取り組みを実施した。 

 

BCP（事業継続計画）については、継続的な研修及び訓練を実施し、 

災害や感染症発生時における安心・安全な運営体制の強化に努めた。 

 

職員確保については、ハローワークや高校、大学等の関係機関と 

の連携を図りながら人材確保に取り組んだ。また、将来的な人材不 

足への対応として、外国人労働者雇用についての検討も進めた。 

 

職員の業務負担軽減を目的として、補助金を活用した ICT機器及 

び介護ロボット等の導入検討を行い、生産性向上と働きやすい職場 

環境づくりに努めた。 

 

施設設備面では、老朽化による改修や、補助金を活用した LED照

明への更新に取り組んだ。 

 



デイサービス事業については、利用者減少傾向が続く中、介護予 

防事業と連携しながらサービス内容の見直しや工夫を行い、利用者 

確保に努めた。 

 

社会貢献事業として実施している送迎付き自費サービス「輪っは 

っは」及び日向市社会福祉協議会と連携した買物ツアーについては、 

移動手段の少ない東郷地区住民に対する支援として継続実施し、地 

域ニーズに応じたサービス提供を行った。 

 

また、コロナ禍により中止していたボランティアや慰問も積極的

に受け入れ、地域とのつながりや情報共有の強化に努めた。 

 

今後も関係団体と連携しながら、中山間地域における住民ニーズ 

に沿った福祉サービスの充実及び法人経営の安定化に努めていく。 


